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『聖なる花』

コントラスト

における天上的なるものと現世的なるものの

について

堀 内 研

EL　CONTRASTE　ENTRE　LO　CELESTIAL　Y　LO

MUNDANO　EN“FLOR　DE　SANTIDAD”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenji　HORIUCHI

　　　£neste　e簸sayo　traねremos　de　u簸a　obra　represe癬ativa　de韮a　primera　e重apa　de　Valle－lnc至En：

　‘‘F玉or　de　Santidad”・En　primer　lugar，　estudiare拠os玉as　actit耳des　de　l◎s　personajes　a且te　e1鍵1un（io

　ac重ual　y　losρaisajes（1ue　juega無un　pa茎）el　princ圭pal　en　esta‘‘his重oria　milenaria”yaclararemos　el

　co簸亡raste　efttre　lo　celes縫al　y　lo　r登undano　que，　creemos，　la　caracter圭za．　Al　exa凱inar韮a　mentalidad

de玉a　herofna，　Adega，簸◎s　damos　cuenta　con　poco　esfuerzo　de　que　sus　ojos　siempre　miran　hacia　e韮

　Cielo，　quiz6　a　causa　de　su　s伽aci6n　miserable，　de搬odo　que　esta　pobre　pastora　c◎nsidera　casi

　todas　韮as　cosas　vulgares　（1ue　ia　circundan　co拠o　a茎go　divi鍛o　y　ceiest至a韮．　Por　e互co鍛trar至o，　casi　e玉

　resto　de　los　personajes　vive　cen　los（）jos　fijos　en　la　actualidad，　o　sea，　co鍛el　sentimient◎mu職da鍛◎：

u鍛◎spasan　su　vida　s610　pensa簸do　c◎n　avar至cia　en　la　r呈queza　te卿◎ra1，0もros　luchan　astutos　o

miserables　c◎n　esta　vida．　He　aquf　un　contraste　evidente　e癬ens◎．　En　cua獄重o　a玉os　pa量sajes，

adver宅imos　que　se　dividen　e韮dos　grupos．　U鍛◎pastor且yc正ar◎yel　otro　severo　y　oscur◎．　Cree組os

　que　esto　der童va　de　la　presencia◎1a　ausencia　de　la　luz　solar．　La　luz　que　se　vier重e（1el　cielo　repre－

　sen重a　e捻esta　obra　algo　fb虹z，　bienave餓turad◎ycelestial，　mien重ras（1ue　su　ausencia，1a　falta　de　la

　gracia　de　D量os，　en　lo　c“a玉notamos重ambi6n　e至co籍tras重e　e癬re　lo　celestia至yl◎mund鋤◎．

　　　Aco鍛t血鷲ac圭6n，　exam圭naremos　lo　que　signjf玉ca　este　c◎ntras重e　y　encontrarr｝os　ea　6玉玉a　ause録cia

　de　la　Iucha　o　la◎posici6簸viva。　Los　dos　elementos　del　co焼ras重e　se釦簸den　como　apunta　Melchor
母

　Fern証ndez　Almagro：‘‘＜＜histo1窪a難i至enaria＞en　la　q疑e　se負ユ鍛den　la血ge益ua　poesfa　de　las茎eye鍛das

　piad◎sas　y　el　crud◎　rea玉ismo　de　las　tradicio簸es　populares”，　debido　a　lo　c聾a至se　da　un　se無tido

　estatico　que　tiene　mucho　que　ver　con　la　est6tica　de　Valle　que　61　m圭smo　manifiesta　eガ‘la　L盗mpaτa

　Maravi鎧osa”　：‘‘Sol◎buscand◎la　s雛prerna　i鍛movi亘dad　de　las　cosas　pue（ie　leerse　en　eUas　e韮e無igma

　bello　de　su　eternidad。，，

　　　　En　este　ensayo　e職contrar舶且o　pocas　citas　de　la◎bra　de　las　que　no　me　voy　a　disculpar．　Y　es

　　　　　　ノ　que　solo　he沁te餓tado，　adem盛s　de　aclarar　concretamente　dicho　contraste，　presentar　la　maravi懸◎sa

　lite「a重u「a　vaBei難c韮anesca　que£◎davfa　no　se　puede　e益co簸重rar豊i　entender　en　Jap6n　a　pesar　de重e無er

凱gran　valor．
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　旗紀末デカダンの影響の下に，Va驚4nc1舶は短編集il女性たちli　Feme撫as（1895）や　貌

婚tw　」Epitalamio（1897）等の習作期の作晶において，貴族趣味と唯美主義の色濃い作風をつく

りあげたが，今世紀に入ってその作風は一段と洗練され，　r愛の窩態Corte　de　Amor（1903＞

と魍季のソナタsSonatas（秋のソナタ，02，夏のソナタ，03，春のソナタ，04，冬のソナタ，

05）においてその頂点に達することになる。処女作以来Va且eを捉えてはなさなかった上流階

級の恋愛遊戯の退廃的で工ロチックな描写が，アメリカ大陸からやってきたモデルニスモという

手法を得て，みa“とに開花した結果であった。ちょうどこれら四部作の創作と相前後して，別の

傾向の繭芽がはぐくまれる。『四季のソナ匁に代表される作品群が上流階級の男女の恋愛，と

りわけ不義をその主要なテーマとし，生活契の感じられない人工的慰界を描き出していたのに対

し，この窟能的な恋愛の要素が姿を消し，大地にしっかりと足をっけた民衆の生き生きとした生

活の描かれる作晶が現われてくる。その大地とはValieの生まれ故郷ガリシアであり，作品とは

短編集「ほの購き臨Jardfn　Umbrfo（1903）及び本稿でとりあげる聖なる花s　Flor　de　Santidad

（1904）である。この新しい傾向は，ifラ・セレスティ～ナliと嗣じく戯曲体の小説とも言うべき

作品で，没落していく老郷士とその恩子たち，及び彼らをとり巻くガリシアの下層民の群を描い

た野蛮麟Comedias％rbaras（1907－　08）、さらに王位継承の内乱にみられる挿話を扱った物

ルリスタ戦争書三部作la　Guerra　Carlista（1908－09）に受けつがれていくことになる。

　以上，　璽なる花sの　valleの初期作贔内での位置づけについて概説したが，ここで本稿の

図的について述べておこう。筆者はこの物語の登場人物の現実世界への対応の仕方，及びこの作

晶の中で主要な役割を果たしている風景描写について考察する中で，作陥の特徴をなしていると

思われる天上的なるものと現世的なるもののコントラストを明らかにし，さらにそれのもっ意味

について考えてみたい。

　聖なる花sは1899年マドリードの「Revista　Nueva　j誌第6号に載った「アデ鳩Adega

と題する小贔を，1904年，5章26節からなる申編小説に書き改め上梓した作晶である。この作品

を「次の世紀になり清算した場合，今世紀の申で傑作としてあげられる数少い作晶のひとつであ
　　｛v

る〉と激賞している　R．Sender　の君葉は多少劇引いて考えなければならないにしても，この

小説が20世紀のスペイン文学を代表する作家Valleの代表作のひとっであることに異論はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　ここで作贔のあらすじを紹介しておこう。

　（第1章）

　ガリシアの山岳地構のとある旅篭で羊飼いとして働いている少女アデガが，ある冬のたそが

れ時，山で家畜の番をしながら糸を紡いでいると，そこに各地の霊場を巡礼し，行く先々で敬凄

な物語をしているひとりの托鉢僧が現われる。彼はアデガと共に旅篭に行き，そこのおかみに

宿を請うが拒絶される。そこで，アデガは自分の寝起きしている牛小屋に彼を濾めてやった。
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アデガは孤児で，爾親はその地を襲ったある飢館の年に病死した。その後，芦口や遵端でもの

乞いをしていたが，3奪ほど前の12の蒔旅篭にひきとられた。主人たちは専横で残酷で，彼女を

奴隷のように酷使していた。牛小屋の中で巡礼はアデガを玩ぼうとするが，彼の中に聖性を感

じている彼女は抵抗を示さない。アデガには蒔おり精神異常の徴候があらわれた。山に羊を連

れていき夢想に耽っていると，天上界が彼女のまえにその姿を現わすのだった。

　（第2章〉

　翌朝アデガが鰹覚めると，もう巡礼の姿はなかった。いつものように山に出かけようとする

と，一匹の羊が倒れて死んだ。アデガはそれを宿を拒絶された巡礼の呪いだと主張する。彼女

の申で巡礼は神にまで高められていた。羊にかけられた睨いを解いてもらおうと，おかみはアデ

ガを伴って祈祷師の住む水車小歴へと赴く。　老人はその呪術ゆえに村の神父から破門の脅しを

うけているので，はじめ術をつかうことをためらうが，羊を一匹差し出されると祈祷療法を行な

う。さらに，羊たちにかけられた呪いを破るには，満月の夜12時に，道の臨つ辻に位躍し，しか

も樫の木のある泉の水を飲ませなければならないと唱く。その夜までの間，アデガはいっもの

ように由にtrLlかけて過ぐしているが，岡じく山にきている他の羊飼いたちから，旅篭に戻ってき

たばかりのおかみの患子が盗賊の伸聞に入っていたこと，さらに旅篭に泊まったきり消えてしま

った旅人の話や道端にうち捨てられていた死体の話などを聞かされ，できるものなら旅篭から逃

げ出したいと願う。やがて満月の夜になり，アデガとおかみは祈祷師に蕎われた条件を満たす

聖グンディアン教会に出かけ，羊に水を飲ませてくる。

（第3章）

　あるMの夕暮れ，聖クロディオ教会の内庭でアデガが羊の番をしていると，例の巡礼が現わ

れその夜の宿を彼女に頼む。アデガは毒んで承諾し，さらに羊の乳を彼に飲ませてあげる。巡

礼が去ったあと仔羊が一匹苦しみ出し，アデガはその羊を抱き，暗くなりはじめた道を心細

さに戦きながら旅篭に走り帰る。たまたまそこで休懲をとっていた若い猟師から，おかみとその

愚子は脱いをかけた者を見っけ出す方法を教わる。彼によれぱ，一番病気の重い羊を焚火の中に

投げ入れ，その悲鳴を聞いて駆けつける者が犯人だから，その人に小麦を一袋くれてやり，貌い

を解いてもらうことだという。欝われた通り焚火をおこし羊を投げ込むと，折悪しく，アデガ

にその夜の宿を頼んだ巡礼がやってくる。旅篭の患子は鎌をつかみ飛び出していく。恐怖のあま

りアデガは旅篭を逃げ出した。夜じゅう山中を逃げまわり，夜駆けにある泉のほとりにたどり

着く。そこで彼女は虐殺され倒れている巡礼を発見し，犯人を呪う。その死体を主である神のも

のと主張するアデガは，以前のようにもの乞いの生活をしながら各地を歩き，行き会う人ごと

に，霞分に子供ができ，それが自分と神との間の子であると触れてまわった。

　（第4章）

　こうして放浪生活をしていたアデガは，ある日の賜け方，孫を連れその奉公先を捜しに町へ

行く老婆と出会い，一緒に出かける。老婆は奉公人の市のたったその町で，孫だけでなくアデ
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ガの主人も見つけてくれるようめくらのエレクトゥスに頼んだ。その結果を待つ閾，アデガは

旅篭の患子が捕えられ，引きたてられていくのを目撃する。首尾よくふたりの奉公先がそれぞれ

兇つかり，老婆は送り届けようと彼女らを連れて出かける。まず，孫が手引き小僧として仕える

ことになっためくらのもとに行き彼を手渡し，そのあと，夜道を歩いてアデガの奉公先，ブラ

ンデソの館へと赴く。途中，ろうそくを燈し霊捜しをしている不思議な男を目にとめ，神秘妊み

のアデガの心は揺さぶられる。

　（第5章〉

　館にひきとられることになったアデガは，翌日，館に麻打ちにやってきた村の女たちと共に

働いたが，仕事のあと泉の水面に幼児の顔が現われるのを見，感きわまるあまり失神する。アデ

ガに精神的錯乱の徴候をみてとった召使たちの噂話は奥方の耳に達するところとなり，悪霊祓

いにと神父が呼ばれる。しかし，お祓いのあともその効めがあらわれそうもなく錯乱状態がひど

いので，奥方は女中頭と下僕にアデガを聖女バヤ・デ・クリスタミルデの御堂の悪霊祓いのミ

サへ連れていかせる。3人は岡じく御堂へ向かう病人たちと連れだって海辺にあるその御堂に行

く。そこでミサを受けたのち，悪霊に慧かれたとみなされている女たちは衣服を剥ぎとられ，臼

い麻布に裸身をくるみ，砂浜に導かれ，打ち寄せる波を7回受けさせられる。この巡礼からの帰

路，女中頭が下僕にうちあけた。　「あの娘を海から引きあげた時，あんた何にも気がっかなかっ

たかい？あたしにゃあの娘が身寵っているように思えるんだが………」

　以上が塑なる花liのあらすじである。これからもわかるように，この物語の展開上の申心と

なっているものは，羊の病気と羊飼いの娘アデガに時おり生じる精神錯乱状態のふたっである。

これらが迷信に強く囚われたガリシアの民衆の心の中に投じられると，それにより波紋のように

ふたつの事件が展開されていき，一方は巡礼の殺害という悲劇を導き出し，他方は悪霊祓いのミ

サの行なわれる御堂へのアデガの巡礼，そこの海辺での清めの儀式にまで到る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　さて，これらの出来事が繰りひろげられる現実に対し，登場人物たちはどのような対応をしているであ

ろうか。以下個々の人物について検討を行なってみたい。

　まず，この小説の主人公であり，他の登場人物との閥に一線が画せられるアデガの場合につ

いて考察しよう。先にあらすじの申で，アデガの申で巡礼の存在が神にまで高められると述べ

たが，それに到るまでの彼女の心の軌跡を辿ってみよう。アデガは巡礼を旅篭まで伴ってくる

わけだが，　「巡礼の粗ラシャのぼろ服は彼女の心の中にキリスト教的感情の炎を燃えあがらせて
　　　　　　　　（2｝
いた」（pag．353）。そして，おかみに一夜の宿を拒絶された巡礼に自分の寝起きしている牛小屋

を提供するアデガは，彼の悪意を金然意に介さず，r自分を愛情深く抱きしめるその聖者のぞぱ

にいられることに，身を震わせながら感謝していた」（pag．357）。そして，巡礼がイエルサレム

の聖墓から持ってきたという脂の中にあふれんがばかりの十字架とメダル類に，彼女は聖らか

な尊敬の念に囚われ目づけた」（pag．358）。こうして，巡礼はアデガの中でだんだんと聖者化
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され，それに続く第1章5節における彼女の兇神を扱った箇所では，（実際は彼女と巡礼との牛小

屡内での関係を表わすべき節なのであるが，その代わりに〉天上界を見るという奇蹟を行なうこ

とによってアデガが味わう幸福感，絶頂感が表現され，それにより，彼女と聖者化された巡礼

との一体化が階示される。ここで，彼女が見神した際のその歓毒の極みをみてみよう：塒のた

つのも忘れ，この夢想の霧の中に迷い込み，彼女は自分の顔に奇蹟の燃えるような患吹がかかる

のを感じていた。そして，遂に奇蹟が起こった！ある夏の夕暮れ，アデガは顔色を変え，慰を

きらして旅篭に帰ってきた。彼女の瞳の蕎味がかった花の中に妖しい炎が震えていた。憂いをた

たえた少女らしい口許は微笑みで半ば開き，顔には神秘的な歓奮が聖抽のようにばら撒かれてい

た。言い表わす適切な雷葉がみつからなかった。心臓が胸の中で，びっくりした鳩のように打っ

ていた。雲がひき裂かれ，天扇が彼女のまえに現われたのだ。やがては大地が食べてしまうはず

の彼女の賎しい眼のまえに！彼女は大地にひれ伏し，唇を震わせ，熱烈な言葉で話していた。彼

女の両の頬には涙が流れていた。こんなにも身分の賎しい彼女が，かくもとてつもなく大きな恩

寵を受けたのだ！」（p衰g．359）。

　そして，次の第2章1節では，「巡礼はいなくなっていた。ただ乾草の山に，彼の躯の聖なる凹

みが残っているだけだった」（P69．361）という叙述を経て，死んだ羊についての，　rあの巡礼の

呪いですよ，おかみさん。あの方は主だったんです。どこに慈悲があるか知ろうと各戸にお布施

を請いながら歩き廻っているんです」　（pag．　362）というアデガの言葉に到り，彼は神

と同～視されることになる。そして，あの牛小屋内での一夜により芽ばえたものは，彼女

の意識下でだんだんと成長していき，「みんな今にわかるわ，すばらしい赤ちゃんが私に

生まれることが………その子が誰だかわかるでしょう。額に光輪があるから。哀れな羊飼

いの娘とわれらが主から生まれるんです／」　（pag．385）　という突発的な確信により彼女

の中で実体化され，ここにおいて，巡礼の証かしの結果について処女懐胎という至高の聖

化が行なわれる。これもアデガにとり奇蹟的な出来事で，それにより彼女はふたたび至福の

絶頂に達することになる。その様子は，彼女が天からその啓示を受けたあのブランデソの館の庭

園のシーンの申にみa“とに描き出されている：「豪壮な庭園の長い年月を経た木陰に腰を下ろし，

あの聖性と芳香に満ちた短い青い夕暮れを兇ながら溜患をついていた。彼女は自分の顔に奇蹟の

燃えるような慰吹があたるのを感じ，そして，その奇蹟が起こった。水を飲もうと天人花の迷路

に隠れて流れている泉に身を傾けた疇，彼女の塵の眼は，落譲が震える水霞に，にっこり笑って

いる子供の顔が現われるのを見た。その出現は聖なる前兆であった。アデガは乳房から乳が流

れ出るのを感じた。また，われらが主の御子の挨拶の声を感じた。それから彼女の眼は晃えなく

なった。泉のほとりに失神して倒れた彼女は，ただ空を飛ぶ天使の羽ばたきを聞くだけであった。

長い時問が経過したあと我にかえり，草の上にすわり，あの無邪気な得も言えぬ出来事を思い起

こし，驚き，自らの幸運に涙した。寂饗とした庭園の中を，まるで天の高みに歌いながら消えて

いく小鳥のように，自分の魂が飛びまわるのを感じた」（pag．406）。
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　このように，アデガは自分を騙した巡礼を神格化し，その結果については処女懐胎を考える

わけだが，卑俗な対象の聖化は，巡礼の場合だけでなく他のケースにも現われている。あの老婆

の孫を手引き小僧として各地をもの乞いしてまわる灘人について発する，ヂあのめくらの人は天

園の聖者さまで，どこに慈悲があるかを調べ，それをあとでわれらが主にご報告しようと世閥を

お歩きになっているんです」（pag．396）という奮葉には，巡礼の聖人化の場合と岡じ発想がみ

られる。また，山で羊飼いたちがする幻想的な物語がアデガの心の申に入っていくと，畷法に

かかった姫署は小鬼に捕えられた聖女にかわり，隠匿された財宝は山の中をほじくりまわす羊た

ちに見つけ出され，それでもって金の貝殻で屋根全体を苺いた銀の礼拝堂がつくれると思った」

（pag．388）という表現にみられるがC’とく，宗教的な色彩を帯びることになるし，ブランデ

ソの館で働く赤ら顔の少女の名前を聞いて，rOサルバ！その名の聖女様はどんなにかお美しかっ

たことでしょう。まるで天閣のお庭で摘まれたみたいだわ！」（p5g．403＞と敬鹿にも発する欝

葉からは，アデガの視線が絶えず天上界に向けられていることが推察できる。また，指摘し忘

れたが，彼女は羊の病気に関しても神のこらしめというように神的なものを介在させてくる。

　このようなアデガの精神状態は何を意昧しているのであろうか。アデガはあらすじからも

わかるように，その両親は飢鯉の年に病死し，孤児であり，ひきとられることになった旅篭の主

人たちは冷酷この上ないときていて，奴隷のように酷使されている。すなわち，彼女にとって現

実とは希望のみられない悲惨な旗界であったわけであるが，この悲滲な境遇からのがれようとい

う気持から生じる幸福への願望，これが異常なまでに昂じた結果，彼女の精神が変調をきたすよ

うになったと考えるのが正しいだろう。それにより，彼女は逆境からぬけ出し，主人たちの縷待

に耐えるための支えを得るわけだが，彼女の現実へのこの対応の仕方には，邪悪な心を受けつけ

ない臼痴的敬慶さがみられるし，さらに一渉進んで卑俗な対象の完全なる浄化という驚くべき聖

性が見い出される。そして，見神や処女懐胎の啓示にみられた幻視は，彼女にとっては決して不

幸な精神異常の病気などではなく，自らをその非情な境遇から救い出し，至福の世界へと導いて

くれるものなのである。

　彼女にみられるこの聖性は，彼女の現実に対するかかわり方という意識の構造に現われている

だけでなく，彼女の外面姓をあらわす表現にもみられる。すなわち，『聖なる花sでは，アデガ

の瞳の袈現に，los　olos，　donde　temblaba　una　videta　azul（P69．352）・sus　ojos　de　violeta（顧9．357），

eit　la　azulada　flor　de　sus　pup銭as（P盛9．359），　　las　violetas　de　sus　ojos（P6gs．375，403，407），　至a狂or

triste　de　sus　pul）丑as（P69．389）・las　tristes　violetas　de　sus　ojos（pag・393），　las　violetas　de　sus◎jos　res－

Plandecientes（P69．397），玉as　vio玉etas　de　sus轡P丑as（pig．4i2）などの形で，モデルニスモの象徴的色

彩である「青」い儂の花が比喩として多用されているが，この花はとりもなおさず，この作晶の

題名にみられる聖なる花を指すもので，それゆえに，「聖なるj　de　santidadという形容辞が当

然この鰻の花のような青い瞳の持ち主アデガと深い関係を持っていることは，容易に推察でき

よう。
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　このように，アデガはその償の眼を絶えず神聖なもの，及びそれが存在すると考える天の高

みに向けているわけである。

　次にアデガ問様山に家畜を達れていっている他の羊飼いたち，及び宝捜しをしている男にっ

いて考察してみよう。

　羊飼いたちは家畜の番をしながら，終B，魔法にかかったモーW族の王妃の伝説，あるいは山

中に隠匿された財宝についての物語等をお互いに語り合い，現実の世界からぬけ出し夢想の世界

に遊ぶ。時として彼らの心を恐怖で戦かせるような物語をしないでもないが，やはり，自分たち

をその非情な現実から救済してくれるような，また，彼らの心を期待で高揚させるような物語に

興じる時の方が，その眼は生き生きとし輝いている。宝石類を見せ，その申から一番気に入った

ものを選ばせ，その通りにする旅人を術にかけてしまうという例のモーm族の班妃の物語を聞い

て，懸分こそは魔術にかからず王妃を救い出し婆ることができると思い，「おれたちに現われて

くれたらなあ！」（pAg．387）と切望する羊飼いたち，彼らのある者はアデガの主張する奇蹟に

対して，「あり得ることだよ，奇蹟が起こったっていうことが！奇蹟が起こったのかもしれない

！j（p6g．386＞　とかなり心を奪われる素地を持っている。また，隠匿され小鬼が番をしている

と欝われている財宝の存在を信じ，捜し求めている鍔，彼の場合にも，他の人々から狂人とみな

されるほど現実から遊離した生活をしている。

　ここでみた羊飼いたちと宝捜しの勇は，共に幻想的な1せ界に眼を向けてはいるが，アデガの

ようにさらに一歩進んで，聖的なもの，天上的なものへの撞れまでは飛躍していない。薦者間の

この相違は，先にアデガのところであげた，羊飼いたちの幻想的な物語に対する彼女の宗教的

なとらえ方の中にはっきりとあらわされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　以1二我々は，アデガ，羊飼いたち，宝捜しの男にみられる現実から遊離した幻想好みの傾向，

とりわけ，アデガにおける聖化の傾向について欝及してきたが，彼ら以外の多くの登場人物た

ちは，それでは現実に対しどのような対応の仕方をみせているのであろうか。以下，彼らについ

て具体的に触れる中でこの問題を明らかにしていきたい。

　まず，この物語の申心的なふたつの出来事である，羊の病気，及びアデガの精神異常に麗し

展開される事件に対し，彼らがどのような対応をみせているか調べてみよう。羊の病気に関して

は，最初，神のこらしめだというアデガの雷葉が事件のその後の展開の起点になっているが，

それが進展していく過程で，アデガの神を介在させる発想は完金に無視されてしまう。すなわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
ち，旅篭のおかみはというと，羊が凶眼の術にかけられたと考え，異端的な術をっかうために村

の神父から破門の脅しをうけている祈祷師のもとへ赴くことになる。そして，「わたしにははっき

りとわかる，あんたのこの羊たちが凶眼の術にかかっているのが………」（p確．369）というこ

の老人の欝葉，あるいは，羊に対して「魔女よ出ていけ！魔女よ出ていけ！」（頭g．380）　と

1叫ぶ旅篭のおかみのまじないや，　「それは羊に悪霊がとりっいたからにちがいない1（p6g．380）
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といって呪いをかけた犯人を見つけ出す方法を教える猟師の，漢にみられるぐとく，これらの入々の閥

では，誰の病気の陳因を悪魔的なものの｛｛業に求めることになる。こうして，アデガにより神格化さ

れた巡礼は，正反対に悪魔と同一視され，果ては旅篭の息子により虐殺される。次に，アデガ

の精神異常から発生する出来事について考えてみよう。彼女の行なう見神（幻観）は最初彼らの

心を揺さぶるが，アデガが巡礼の神性を娼え，自らの処女懐胎を主張するようになると，それ

についていけなくなり，「悪い病気に留されているんだよ」（pAg．384）という水汲みの女たち

欝葉や，　「可哀想に，この娘には時々悪霊が葱りつくんですよ」（p盃g．404）という老婆の需葉，

さらには，ブランデソの館の女中頭の「悪魔だよ，例の詐術でこの娘に入り込んだんだ。この娘

に葱りっき，あたしたちみんなに罪を犯させようと，この娘の口をつかって話しているんだ」

（p6g．407）と語る言葉からもわかるように，悪魔という存在を介してアデガの精神状態を理

解しようと試みる。そして，先にも書いたように，神父による　exorcismoや海辺での悪霊祓い

の儀式へと展開されていくわけだ。

　このように，彼らは羊の病気とアデガの精神異常について，悪霊を介在させ理解するという

姿勢を見せているが，これは我々現代人にとって非常に迷儒的，かつ現実的でない態度というこ

とができよう。しかし，　婆なる花護の世界に生きる人々にしてみれば，迷儒は決して現実から

遊離した迷妄な信仰などではなく，彼らの篠常生活において現われてくる不可解な出来事に解決

の糸口を与え，彼らの心の安定をつくり出してくれるものなのである。そして，祈祷師のもとや

悪霊祓いのミサに赴くことは，彼らにとっては唯一の実践的，実利的な解決策なのである。

　ここで，　『聖なる花」の時代背策について触れておこう。この物語の時代背景はかなり漠然と

していて捉えがたいが，それでも類推により一応の時代設定は可能である。まず，第1章1節の

「その托鉢僧は，金キリスト教徒が天の高みにサンチャゴの道が晃えると儒じていたあのいにし

えの時代の悔い改めの信仰を蘇らせるように思われた」（p2g．351＞という表現から，スペイン

のみならず，外国からの　Santiago　de　Compostela　への巡礼がさかんに行なわれていたス

ペインの中世紀が遠い過去の暗代になっていることがわかる。次に，　『秋のソナ先の舞台とな

ったブランデソの館が再び現われてくること，また，そこが同じく舞台となり『秋のソナ匁の

登場人物がそのまま出てくる戯曲ilブラドミン候臨　El　Marqu6s　de　Bradomfn　（1906）の中

に，アデガやめくらのエレクトゥスが登場してくることなどから，　この物語の時代背景が

鍬のソナ匁のそれ，　つまり19世紀後半の，　しかも第3次カルリスタ戦争（1872－76）が

始まる以前であると推定できる。　そして，　この聴代はValleの幼年時代に相当するものでも

ある。

　さて，この19世紀後半という蒔代設定と先ほどみた登場人物たちの原始的かつ前近代的な様相

とは矛盾しないのであろうか。これについては次の言葉が答えてくれるであろう。すなわち，「特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛4｝
権的存在であった祈祷師たちが前世紀の後半においてもまだ公式にその活動を要請されていた」

とか，超自然の力に対する関心が，「単にガジシアのサンチャゴだけにみられる現象でなく，（フ
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ランスのブルター＝ユ，ノルマンディ両地方と岡様に）スペインの北西部全体において，民族的

な特徴として，日常におけるごくありふれた囲果関係への不信と疑念と共に，未知のもの，超自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
然的なものへのある種の素朴かつ執拗な軽信性が指摘し得る」という　Julio　Casares　の言葉，

あるいは，　咽襲に従い，悪霊を海に追いはらうべく，アV一サの海岸で波を浴びた葱かれた女

たちの通り過ぎるさまは，Valleの子供たちのイマジネーションを戦漂で満たした」というR．
　　　　　　　　　　　　（6）
G6mez　de　la　Sernaの霞葉から判断するならば，　製なる花．1は想像や夢想でなく，観察し，

知覚し，実際に眼で確かめ体験したガリシアの生活風景を描き出したものと言える。　Val玉e　の

迷信と神秘に対する関心1ま，生まれた土地のこのような風土の中，しかも，　Tほの階き庭の序

文に書いているがごとく，ミカエラという彼の祖母つきの老女申が語る聖者や浮かばれない霊や

魔女や盗賊の物語を聞きながら過ごした幼年期の体験を通してはぐくまれてきたものであった。

以上のことを総合すれば，　1’聖なる花liにおける迷信に凶われた原始的な民衆の姿が，決して架

空のものでなく，現実に促したものであることがわかる。

　さて，論を元に戻して，彼らの現実への対応をより具体的に検討していこうと思う。この物語

の登場人物は多彩であり，物語中で占めるそれぞれの璽要度も区区であるから，すべてについて

欝及することは困難だし，また，無意味であると考える。それゆえ，便宜上，1）、各地を放浪し

ている人々，2）、旅篭のおかみと患子，3）、その他という3っのグルーフ゜に分けて考察していき

たい。

　1）、各地を放浪している人々

　彼らの中には例の巡礼，エレクトゥスをはじめとするめくらたち，それに聖女バヤ・デ・クリ

スタミルデの御堂に向かう乞食，不異者，病人たちの群があげられるが，いずれもお布施を請い

ながら生活している人たちである。巡礼はアデガにより聖人化されるが，実際は，水汲みの女

たちが醤うように，その地方を歩き廼っていた名の知られた　proseroである。そして，旅篭の

おかみに一夜の宿を拒絶されると，　「巡礼はぶつぶつ言いながらそこを離れた。そして錫杖の先

で石を打ちすえていたが，急に振り返り，土を一澱みとって旅篭に投げつけた。小遵のまん中に

仁王立ちになり，激しく陰にこもった呪いの声で叫んだ。一神よ，疫病でこの薄情な家を永久

に閉ざしてしまわんことを！いく抱えもの刺草がこの芦口に生えますように！蜥蜴が日なたぼっ

こをしに窓辺を歩き廻りますように！………」（pag・356＞と祝いの言葉を吐く，　ごくありふ

れた俗物である。彼は親切にも宿を提供してくれたアデガの無邪気な信仰心に乗じて彼女を諦1

かす，かなりやくざな男なのである。また，この物語には3人の盲人が登場する。ひとりは，Hli

舎娘たちの車座のまん中で気晴らしになるような話を語って聞かせ，みんなを喜ばせている狡猪

そうな乞食坊主である。彼は酒と女と歌の好きだったむかしの陽気な主席司祭を髪髭させる入物

で，現実の悲惨さにうちひしがれている様子はみられない。エレクトゥスも彼と岡類で，その世

渡りのうまさは抜群であり，それは奉公人の甫での人々の彼に対する歓迎ぶりや，その振り分け

が今にもこぼれ落ちそうなほどお布施でいっぱいになる様子をみれば明らかである。また，老婆
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の孫をlazarillOとして乞食をして廻るもうひとりのめくらの場合は，　前二者とは違い世渡り

はさほど上手そうではなく，先の巡礼岡様，現実に対してにがにがしい感情を抱きつつ世間を放

浪している。いずれにせよ，彼らはすべてその眼を現実に据えて，夢想の世界に遊んだりはしな

い。その現実へのかかわり方は悪者（ピカ切風であり，程度の差こそあれ，非情な現実から逃

げ出したりせずにうごめきまわっている。このような態度は，放浪の身にある人々の申でもいち

ばん悲惨なたぐいの人たちの場合でもしかりで，それは，聖女バヤ・デ・クリスタミルデの御堂

の儀式に赴く人々の描写の中にはっきりとあらわされている：「前方を乞食たちの一団が歩いて

いく。彼らの廟弄的で不儒心な声が聞こえてきた。ひも状に並んだ毛虫のように，道に沿って体

を引きずっていく。ある者はめくら，ある者はいざり，またある者は癩病みである。彼らはおし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
なべてひとさまのパンを食い，報復的におのれの不幸を振りはらったり，強欲な金持ちの戸口で

その膿をひっかき飛ばしたりして世閥を放浪している」（pags．409－410）

　ここにあげた人々は，アデガのように天上界への憧れから幻視したり，羊飼いたちや宝捜し

の男のように夢物語の実現を願って現実から遊離したりしない。彼らはすべて現世のご利益を求

め，現実の悲惨さを直視し，ある者は底抜けに陽気で世渡りのうまさをみせるし，またある者は

自らの不幸を嘆きつつも現実にたちむかっていく。

　2）、旅篭のおかみとその息子

　このふたりを特徴づけているものは，彼らにみられるきわめて現盤的な悪徳である。すなわち，

彼らはアデガを奴隷のように酷使し，専横で残酷な人たちである。羊飼いたちがする，その旅

篭に泊ったきり消えてしまった旅人の話や，道端に打ち捨てられ朝を迎えた死人の話からも推察

できるように，彼らには何か残忍で甑なまぐさい犯罪的なイメージがつきまとって離れない。こ

の悪徳は息子において特に顕著であり，羊の生皮を剥ぎ腕を血だらけにした様子，さらに，生き

たまま羊を炎の中に投げ入れる冷酷さや巡礼を鎌で震殺する区曝盤をみればそれは明白である。

彼らをこのような犯罪的行為に走らせるのは，ひとえに来世をかえりみない現世至上主義的な発

想であり，現世における物欲の昂じた結果である。ここで彼らにおける貧欲な性状についてみて

みよう。おかみはアデガを無給で朝學くから酷使するし，また，慈悲を請う巡礼に対しては，

すげなくこれを拒絶する。さらに，祈祷師に陪に羊の提供を催促された時の，羊の病気は治して

もらいたいがその報酬はあげたくないというおかみの醜悪なことこの上ないジレンマをみてみよ

う：「主人に近づいていった時，（アデガは）貧欲さがうち震えているその銅色の眼の申に，老

人に仔羊を差し上げなさいという苦悶の1叫びのごとき命令を見てとった」（p6g．369）。このよう

に，旅篭のおかみの性格を特徴づけているものはこの貧欲さであるし，これはその息子において

も岡様である。すなわち，彼が盗賊の仲閥に入り各地を荒しまわっていたという過虫の事実は現

世的物欲のなせる業であるし，また，羊に幌いをかけた犯人を捜すための迷信的な方法の遂行の

過程で，猟師が奨めたように現われた人物に小菱を一袋あげるかわりに逆に殺害するという顯末

も，彼のこの姓向をよく表わしている。
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　3）、その他

　以．1蕊に挙げた人たちのほかに，この物語ではまだ続々とガリシアの民衆が登場してくるが，そ

のうちの祈祷師，猟師，水汲みの女たち，老婆，女中頭については，ごく簡単ながら羊の病気及

びアデーガの精神異常における対応の仕方のところで述べたから，ここでは触れないことにする。

ただ，彼らのすべてが例のふたつの事件のいずれかに対し，迷儒的なかかわり方を示したこと・

すなわち，彼らにしてみれば，先にも述べたように，非常に現世的な対応をみせたことをここで

もう一度喚起しておきたい。

　さて，ここでは今までに挙げなかった人たちについて欝及しようと思う。まず，旅篭にやって

きた羊毛商人や釜商人たちのシーンをみてみたい。：「アデガは台所の火の近くにしゃがみ込み，

彼らが誰の仲裁もみられない中で，言い争いや脅し合いをしているのを聞いたものだ。そのあと

彼女の眼は，それらの男たちの間に折合いがつき，おとなしくなってうす暗い部屋の片隅に集ま

る様を驚きをもって農撃し，それから，密かに配分されるお金の音を聞いたものだ」（p6g．371）

　ここには，現世的物欲にとらわれた商人たちの醜悪な姿が簡潔なタッチで描かれているが，ま

た，そこにはvalleの現澱欲に対する軽侮の態度が読みとれる。作者はその伝説的赤貧さにも
　　　　　　　　　　　　　　　（7｝
かかわらず寛大な精神の持ち主で，貧欲な者たちを描く際は激しい皮肉をこめてこれを行なうの

が常である。それは鱗蛮麟1の中で老郷士の息子たちを描くときや，後期の戯臨作品でブルジ

ョワ階級を描くときの強烈な軽蔑の態度にみられるように，後になると一段と激しく表現される

ようになる。

　次に，奉公人の市に集まってきた人々。その中のめくらのエレクトゥスと職を捜している3人

の若者たちの間で交わされる対話にみられるように，彼らはその境遇にもかかわらず何と快活で

底抜けに明るいことか。また，下僕を捜している人とその志願者たちのやりとり，あるいは両者

の間に介入していき保言ll三人のような役を演じようとしている近所の老婆たちにみられる抜け醸な

い様子，これらにしても，生き生きとした現世5↓を一面に発散しているシーンをつくり出してい

る。さらに，例のめくらのまわりに集まってその話に興じている女たちの陽気な様子，あるいは

ブランデソの館の召使たちののびやかさ，これらのシーンにも現実の生活に密着した人々の姿が

感じとれる。

　以上我々は，　製なる花sの登場人物たちの現実に対するかかわり方について考察する中で，

彼らのある者たちにみられる幻想的な，とりわけ天L志向的な傾向と，他の者たちにみられる現

世的なそれとのコントラストを浮彫りにしてきた。この天上的一現世的というふたつの要素の対

比は，登場人物の現実認識という，いわば内的駄界を特徴づけているだけでなく，この作繍の外

的世界，すなわちこの物語の舞台を取り巻くambienteの中にも強く現われてきている。そうし

て，この物語の対比的な世界の様楓を二璽に強調しているように思われる。以下，この外的世界

の表現にみられるコントラストについて言及したい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　leueなる花iは，ほぼ全編にわたり屋外，つまり，ガリシアの自然がその主要な舞台となって

いるから，番然，風鑑描写もしくはその霞然の中にうごめく人々の傭景描写が作品霞界の雰醐気

を決定するのに支配的な力を発揮している。それゆえ，この作晶の外的世界を浮彫りにするには，

これらの描写の面から児ていくのが最良の方策と考えられる。

　この物語を読むと，牧歌的かつのどかな風景に出会い，我々読者は何かしらほっとするような

安堵感につつまれる一方，荒涼とし陰欝な風蟹，及び我々の心を恐怖の黒い翼で蔽うような悲惨

で痛ましいばかりの情景に出くわして戦燥をおぼえる。風景描写におけるこの二面性は何に起臨

しているものなのであろうか。具体的にそれらの描写を紹介する中で，その原因を明らかにして

みたい。

　まず，牧歌的な風景描写をあげよう。

　「朝日が聖なる長い一日のためであるかのように，彼女の頭上に昇った。山々の雪の頂では，

暁の薔薇色の薄寓が天使の輝きのごとく震えていた。平賢は夜明けの金色と紫色の下で爵を醒ま

した。夜明けは平野をマントで蔽っていた。大男の聖クリストバルの厳かな肩から離れたマント

で………緑の畑の香りが人盤離れた幸せな田園生活を賛美するがごとくに，あたりにばら撒かれ

ていた。牧場の奥の方では，淀みになって溜っている水が，花々を銀色に彩っていた」（pEg．　362＞。

　「朝の光が畑を金色に輝かせ，露をしたたらす緑の壇で馨しい道は，家畜の鈴の音の下で醒を

醒ました。彼女らは羊たちを追いたてていった。遵は種まき時やぶどうの収穫期の老道のように

じめじめし，曲がりくねった騙舎遵であった。羊たちの蹄の下では野草が折れ曲がり，群が通過

するとゆっくりとふたたび頭をおこし，あたりに新鮮な露が放つ，朝の清らかな香りをばら撒い

ていた………」（p亀s。363　一　364）。

　「あるEI］の午後，アデガは聖クロディオ教会の糸杉の老木の陰になった内庭に腰を下ろし，

打ち砕いたばかりの麻の玉を次から次へと紡いでいた。彼女のまわりでは，羊たちが肇を食んだ

り土を掘ったりしていた。また，マスティン犬は寝そべって，山々の頂を金色に染めはじめた落

日の生暖い愛撫を受け，まどろんでいた」（pags．　374－375）。

　「その頭上では小鳥たちが歌って夜明けを告げていた。早起きの山羊飼いがふたり，丘のふも

とで群を導いていた。はるか遠くの村々では，臼い煙がかすかにたち昇っていた。そして，さら

にもっと遠くでは，殉教者聖クWディオの御堂の糸杉が，號壌色の光を浴びたその樹頭をもたげ

ていた」（p盗g．384）。

「ゆっくりと太陽が山々の頂を金色に染め始めた。草の上では露が光り，木々のまわりでは巣立

ったばかりの小鳥たちが臆病そうな羽ばたきで飛びまわり，小jllが笑い声をたて，木立ちがさん

ざめき，そして緑に縁取りされたそのもの悲しく人気のない道は，種まき時やぶどうの収穫期の

老道のように目覚めていた」（p益g．39G）

「山々の上で輝いているあのおだやかな太賜の下で，あちこちの村の人々が道を横切っていた。

一　74



脊い繭の広がる遠い彼方には，樹頭にたそがれの金色の照り返しを浴びた聖クロディオ教会の黒

々とした，もの思いに敢る糸杉が見えた。家畜の群は村を指して戻っていった。家々からたち昇

るほのかな臼い煙が，平和の挨拶のごとき光の中に消散していた」（P69・395）。

「陽の光が差し始め，風が雑木林や栗林のあたりに古い鐘楼の鐘の音を運んだ。それは敬慶で幸

福な田園生活の挨拶のごとくで，露や野良の香りを浴びているみたいだった」（麺g。412）。

　ここに列挙した風景描写が我々に与える印象は牧歌的，恩寵的かつ幸福なものであるが，それ

は何に起困しているのであろうか。これらの描写を読んで即廃に気付くことは，いずれにおいて

も太陽の金色の光が介在し，舞台を明るく彩っている事実である。天の高みから降り注いでくる

陽の光，これが暖かく至福な雰翻気をかもし出す源となっていることは疑いのない事実であろう。

また，ここには挙げられなかったが，この他の牧歌的な風景描写の場合もおおむね太陽の光によ

りかもし出されている。ところで，この金色の光は一体何を意味しているのだろうか。それはと

りもなおさず神の恩寵の光であり，天上的なもの，神的な恵みのあらわれである。このことは，

「昼間は太陽の光を浴びて天困の栄光を歌うあれらの老鐘よ！」（爆g・413＞というこの物語の

最後にみられる表現に端的にあらわれている。また，例のアデガの見神に関する描写の中で，

天国の栄光が雲のひき裂かれた天の大空の神々しいばかりの光の申にあらわれ，彼女を神秘的な

歓嚢につつみ込む様子もこの事実を萌確に立証しているものと考えられる。

　これに対し，塑なる花．g．には先にも触れたように，これとは皿反対の悲惨で非情な風景描写，

もしくはその中に現われる人々の情景描写もみられる。以下これらの描写について考えてみたい

が，まず，作晶中のそれらの描写をいくつか具体的に紹介しよう。

「旅篭は街道沿いにではなく，痛めつけられ枯死した数本の松がたっているだけの荒野のまん中

に位概していた。あらゆる時節を通じて荒涼とし欝畷なその山岳地帯は，冬の午後の暗雲に蔽わ

れた空の下で，一囎その感を強くしていた。隣り村の犬が吠えていた。また，この世の危険を象

徴するこだまのよづに，遠い海辺の臣大な波の砕けるにぶい音が聞こえていた。旅篭は新しかっ

た。険しい黄鰐色の連山の闘にあって，f（Etの色をしたあの門の大扉と，果てしない冬の雨ですで

に消え消えになっている建物正面の青と黄の絵様は，嫌悪と恐怖とからくる何とも形容しがたい

感じをつくり出していたj（p6g．351）

「何という冬であったことか，あれは！教会の内庭は新しい墓で蔽われた。たけり狂った狼が毎

夜村に下りてきて，絶望的な叫びをあげるのが聞こえてきた。夜が明けても，早起きの歌声が裏

庭の静穏をかき乱すことも，また，太陽が寒さにかじかむ畑を暖めることもなかった。毎Nは霧

雨の灰色の経帷子にくるまれ単調に過ぎていった。風は激しく冷たく愛撫はもたらさず，芳香も

運ばず，野草をしなびさせる幌いの患吹であった。Bが暮れると，時おり，松林に隠れた魔女が

あの挺の声で嘆くのが聞こえてきた。牧舎は空になり，かまどの火は消えた。煙突の中ではいた

ずら神が退騒のあまり死んでいった。屋根瓦の隙聞からは，意地の悪いかたくなな雨が湿気のた

ちこめる小屋に浸み込んでいた」（p6gs　354－355）。
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「何という冬であったことか，あれは！山中に隠れた部落より，狼のように下りてきた村人たち

の行粥が，来る日も来る環も街道に列をなしていた。臼暮れに村を横切る時，彼らの木靴はすべ

てを壊滅させるような音をたてた。彼らは道に迷った家畜の群のように，静かに立ち豊まること

なく通っていった。彼らはその村もまた飢えているaとを知っていたのだ。街遵をゆっくりとし

た足どりで，疲れきりばらばらの列をなして進んだ。（中略）それから遠くの町々，いまだに城壁

の醗を保持している封建的な占い町々に向けて巡礼を続けていった。先頭の人たちは朝が雪で臼

く晃える頃に現われ，しんがりは夕暮れが吹雪の襲に身をくるみ逃げ去っていく頃に着いた。次

から次へと到着するごとに，彼らは旧家の表門の前にすわり込んで待っていた」（pag．355）。

「雲に蔽われた，月のない空の下でかもめが鳴いていた。夜の12時になりミサが始まった。（中略〉

ミサが終わると悪霊に葱かれた女たちはみんな衣服を剥ぎとられ，臼い麻布に身をくるみ，海に

導かれた。アデガは恥じ入って泣いたが，女申頭の手配したことすべてに慎ましく敬意を払っ

た。悪霊に葱かれた女たちは波に陶かい合うと悲鳴をあげ，砂申に足をうずめながら抵抗した。

彼女らを蔽っていた麻布が落ち，蒼白い裸身が伝説中の熱烈でしかも悲しい大罪のごとくに現わ

れ出た。泡に縁版りされた黒い波が彼らを飲み込もうと身を起こし，浜辺をのぼってきて，あの

乱れ髪の頭やあの寒さにうち震える肩に落ちかかった。ifllの気の失せた羅深い肉体は震え，謝責

的な口は海の壇からい水をはき出していた。波は引いてゆき岩肌を乾かし，はるか沖念いでは，

陰にこもった吠え声をたてる波が，ふたたび頭をもたげはじめる。その拷ち寄せる波は，聖者に

対するサタンの誘惑のぐとくであった」（pags．410－411）。

　ここにみられる風景描写，もしくは情景描写には，先ほどの牧歌的な描写にみられたような太

陽の光は，いずれの場合にも現われてこない。階雲に蔽われた空の下，霧雨のしとしと降りしき

る天候のもと，あるいは月さえその光を放たない階夜の中で，それぞれ荒涼とし恐怖心をおこさ

せるような風策や，飢館の年の悲惨な情漿，それに神にみはなされた病人や狂人たちの非情なシ

ー ンが導き寓され，展開されているわけだ。すなわち，ここでは光の不在が神の恩寵の不在を賠

示し，鰹なる花」の現実徴界の悲惨で黙示録的なすさまじいばかりのもうひとつの様相を表現す

る手段となっているように思われるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　以上みてきたように，整なる花．gの構成上の大きな特徴として，天上的なるものと現世的なる

もののコントラストがあげられる。次に，この対照性がどのような意味をもっているか考えてみ

よう。この作品を読んで感じることは，この対照的な要素がほとんど対立の関係になく，Melchor

FernAndez　Almagroが1’聖なる花1についてr宗教伝説の素朴な詩情（天上的）と赤裸々なリア

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
リズム（現拠的）とが融合している」（括弧内は筆都といみじくも誘っているように，両者がひ

とつの世界の中に共存している事実である。両者は拮抗の状態にはなく渾然と融合しているので

ある。　vaile　はこの作品においてどちらか一方が優位を占めるような結末を与えていない。ア

デガはアデガなりに，その他の多くの民衆は民衆なりに相も変わらぬ生活を続けていくだろ
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うことがそこから推測される。どちらかが優位を占めた場合，両者の均衡は破れ，この作品世界

は変化していくことになるわけだが，それが感じられない。先に時代背景が19世紀後半のValle

の幼年期に梢当すると述べたが，これは主に他の作贔との「関係から類推したもので，この作贔だ

けを読んで時代背策を摺握することは，それが漠然としているが故に非常に困難なことである。

そして，このことはこの作贔世界の不変な構造と無関係ではない。つまり，いつの賭代と捉えて

もかまわないのであり，遠い讐から変わらずに続いている盤界とみなし得るのである。この作撮

の副題として《iXstoria　milenaria》（千年来の物語）と付加されているのも，こうした事情を

よく説明していると思われる。　このように，　時闘を超越したものはV磁eの美学に合致する

もので，それは彼が自分の美学観を表わした書，『不思議なランプlla　L6mpara　Maravill◎sa

（1916）の中で「世界に対する我々の磁観が時聞の空しい要請をとりはらう時，永劫の美の奇蹟
　　　　　　　　ゆ
がっくり出される」と書いている通りである。また，天上的なるものと現世的なるものの融合に

よる非対立性，もしくは闘いの欠如は，この作品を非常に青争的なものたらしめている。そして，

これも，「ただ事物の至高の不動性を探求することだけで，その永劫性の美しい謎を事物の中に
　　　　　　　　　　　　くユぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のく

読みとることができる」という彼の　quietismo　風の思想に呼応している。

　最後に断わっておきたいが，論を進めるにあたり筆者はテキストからのかなりの引用を行なっ

たが，それは作lllil伸にみられるあの対照牲を訳文でもって具体的に明示したかったことのほかに，

まだわが国では皆無といってよいほど紹介されていないV瓠1e一短c1盆文学に対する関心を強く

喚起したいという筆者の切なる願いによるものである。
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　エピソードを紹介している。

　　（M，F・A・　：　Vida）y　Literatttra　de　Valle－ln　cla’n，　Ma（2fi（1，　Taurus　E（至icienes，1966，　P5gs．41－42）
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（10）　Ib｛d．p巨g．567
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